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こ

の新
方
法
に
放
て

B
arbe･r,
胃
o
llth
o
ff
は
新
試
弗
だ
し
て

U
r
a
n
y
1

2in
c
acetate
を
用
ひ
曹
蓮
を
三
重
飽

(

T

rip
lle
Salt)
即
ち

U
ranyl
z
in
c
so
d
ium
acetate
だ
し
て
､
沈
澱
せ
し
め
之
を
滅
過
後
乾
燥
し
次
の
組
成
を
宥

す
る
も
の
ど
し
て
秤
最
上

(
U
O
は)3
Z
n

N
a
(
C
H

SC
O
O),,
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1
声
0
､
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L
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叉

C
aley,
F
ou
芹
は
試
薬
に

は
所
謂

S
トren
g
､s
R
ea
gent.即
ち

U
ran
y
l
m
ag
n
esiu
m
a
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探

り
U
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m
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esium
so
d
iu
m

a
cetate

(
U
O
.1)3
M
g
N
a
(
C
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的)
66･2H
lj20

N
a
-
1･53
%

ビ
し
て
秤
蒐
し
て
屠
る
｡
.而
し
て
此
方
法
の
優
秀
な
る
鮎
は
従
殊
の
難
狼
な
る
曹
連
の
定
竜
法
に
此
し
て
'
(
一
)操

作
の
筒
胆
に
し
て
従
て
薯
脇
に
婁
す
る
時
間
を
短
縮
し
程
る
こ
亡
｡
(
二
)他
竺
光
束
の
影
響
(
In
ftuen
ce)
の
皆
無
叉

は
僅
少
な
る
場
合
は
是

等
を
除
去
す
る
必
要
を
謎
ざ
る
こ
,̂J
｡
(
≡
)
粂
沈
澱
申
曾
連
の
露
盤
は
僅
か

1
､
五
%
な
る

こ
･,J
｡
等
の
分
析
上
の
好
傍
件
を
旦
備
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
｡
依
っ
て
此
研
究
が
岩
石
及
び
鋸
物
の
闇
達
を
定
果

す
る
上
に
も
東
榎
な
る
を
息
ひ
之
を
習
得
し
た
次
第
で
あ
る
｡
筆
者
は

K
o
lth
o
ff,
C
ltey
の
爾
試
薬
を
使
用
し
て

風
化
が
p
前
者
は
殆
TPM
瞬
時
間
反
臆

(
T
im
e

reaction
)
に

t
T
ranytZ
i
u
c
sod
ium
a
c
etate
の
沈
澱
を
蕉
す
る
に

反
し
.
後
者
で
は

Ura
nyl
m
agn
esium
sod
iu
m
a
ce
tate
の
沈
澱
の
庄
戒
は
徐
経
で
､
減
圧
の
把
揮
.JJ
長
時
間
の

放
置
･,IJ
Jで
必
要
･7J
す
る
｡
叉
そ
の
成
蹟
に
於
て
も
前
者
の
方
が
優
れ
て
ゐ
る
故
に
.
本
文
に
於
て
は
唯
前
者
の
場
合

の
み
の
賓
膳
鮎
基
を
筒
潔
に
報
骨
致
す
精

11
で
あ
る
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二
､
試

薬

の

製

法

試
兆

を
製
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に
政
も
通
常
な
方
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加
-
で
あ
る
｡
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を
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し
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開
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で
混
食
し
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箪
瓶
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out
2
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ま
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し
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審
夜
放
置
し
た
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暗
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す
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操

作
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連
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る
中
牲
溶
液
(飽
化
物
L･i
る
と
き
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特
に
好
郡
谷

)

を
約

一
〇
立
方
粒
に
濃
縮
L
p
そ
の
十
倍
容
或

は
そ
れ
以
上
の
試
童
を
室
温
に
於
て
之
に
加

へ
'
よ
-
撹
拝
し
た
後
二
時
間
数
艦
す
る
｡
衣
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沈
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引
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に
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テ

ル
に
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燥
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す
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あ
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ふ
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す
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他
の
元
素
の
影
響
(叫nfluence
)

筆
者
は
米
だ
他
の
元
素
の
影
響
に
就
て
は
研
究
し
て
ゐ

な

い
故
'
此
塵
に
信
悪
L
得
る
K
.1th
.ff
の
賓
凝
結
英
を

引
用
す
る
こ
ど
.,-J
す
る
｡

(
こ

瓜

の
岩
壁

X
o
lth
o
tE
に
よ
れ
ば

一
立
方
糎
に

5
0m
g
以
上
の
挽
化

加
盟
が
称
す
る
む
き
は
試
薬
は
加
盟
の
沈
澱
を
任
じ
て
.

脚
蓮
の
足
長
の
防
蜜
を
な
す
が
そ
れ
以
下
の
場
各

は
差
支

な
し
ビ
越
て
ゐ
る
が
第

二
表
を
見

れ
ば
此
踊
係
が
首
肯
し

柑
ら

る
｡

若
し
加
盟
が
多
量
に
硫
酸
腹
だ
し
て
存
在
す
る
亡
き
は

飽
化
物
の
如
-
良
好
な
る
鮎
基
は
硫
酸
加
里
が
試
車
に
判

し
て
沈
澱
す
る
故
狩
ら
れ
な
い
｡
か
～

る
場
合
は
'-l
-
ク

ム
は

甘
連
S
元

葦
に
影
響
を
及
さ
な

い
性
質
を
有
す
る
こ
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ウ
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4
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2

nU

7

R
U
2

I

l
+

十

+

+

+

0.5 0.3576 0.01360

15 0.3286 0.01249

16 0.3149 0.01197

20 0.00469 0.G1318

47 0.3416 0.01298

47 0.3502 0.01331

47 0.3267 0.01213

衣

0.013t32 21.3

0.0117.と,)1 48.7

0.Oll:77 〔38.3

0.Ol.'il1 69.2

O.01214 73.3

0.O1223 99.0

0.()11朗 12:3.0

InrluerLCCOfAmlT10niurnSalts-1C･cSoln.+10Ll･COERe場ent.

NaL:i AtllmOnium Salヒ wt.ofppt. NaCL Erl･Ol･

takenlg. tilken'g･ g, found'g･ ,L'o'
0.0112Ll 1.015C1 0.2928 0.1113 -06

0.0117L,i 1.004S0,1 0.3092 0.01175 +0.1

0.Ol3,rI-,8 1.036NO､i 0.3589 .01364 +0.4

ど
な
利
用
し
て
鞄
化
㌦

-
ク
ムな

加

へ
て
硫
酸
櫨
は
硫
醸

バ
-
ウ

ム

ビ
し
て
容
易
に
取
除
-
こ
AfJ
を
得

(
二
)
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
飽
粗

ア
ン
モ

ニ
ウ

ム
亜
瓶
は
珊
多
量

に
春
水
す
る
.fJ
さ
も
次
表
の
如
-

曹
連
の
定
灘
に
は
影
響
を
盈

さ
な

ヽ
○
し

(
≡
)
リ
シ
ク

ム

リ
シ
ク

ム
の
三
罷
盤
は
加
里
の

そ
れ
よ
-
も
溶
桝
し
難

い
や
-
で

あ
る

0

(
川

)
メ

-
ク
ム
石
衣

及
び
苦
土

以
上
の
二
光
素
も

上
に
表
示
し

た

早
-
に
無

影
饗
で
あ
る
｡

(
五
)燐
酸
イ
オ
ン

燐
酸
イ
オ
ン
は
タ
ラ

ニ
γ
燐
酸
PJ･J
L
で
沈
澱
を
鎌
じ
脚
蓮
の
定
量
に
妨
富
を
な
す
｡
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戎
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決
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lc.CSolution十10C.cofReagent

NaCI AlkalineenrtllSalt Wt.of NaCI ErJ:Or

takel-'g･ takcn'g･ ppt,g fonud'g･ %

0.01304 178MgSOJ 0.3147 0.01299 -0.4

0.01464 825CaCZ望6H亡0 0.3874: 0101472 +0･5

0.01324 200B･'t(NO;i)2 0.3461 0.01316 -0･6

七
､
岩

石

中

の
管

蓮

岩
石
中
の
管
達
及
び
長
石
中
の
曹
連
を
定
量
す
る
こ
ど
は
吾
々
に
必
要
な
問
題

で
あ
る
｡
此
塵
,i
此
方

法
の

一
腰
JH
ビ
し
て
岩
石
中
の
闇
蓮
の

定
量
法
を
述

べ

て
本
文
を
結
ぶ

こ
ビ
ビ
す
る
｡
約
単
元
の
試
料
を
}J
-

l.
L
aw
rence
S
m

ith

M
etho
d
に
よ
っ
て
分
解
L
､
牛
融
の
物
質
(
S

in
tered
m
a
ss
)
を
水
で
抽
出
し

､

狼
湯
を
以
て
よ
-
洗
源
L
p
之
に
少
量
の
ア
ン
竜
ニ
ア
水
だ
炭
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ

ム

を
伽

へ
て
石
衣
を
炭
酸
石
衣
だ
し
て
沈
澱
せ
し
め
て
之
を
除
き
'
渡
波
か
･J兼
敏
乾

固
し
た
る
後
塵
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
を
微
熱
し
て
追
出
す
｡
此
の
如
-
し
て
大
部
分

の
石
衣
及
び
鰻
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
を
除
去
し
た
る
後

1
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